
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝﾙｰﾑ（３階） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

長年 医師として 被爆者検診にたずさわって来た立場から 放射能の恐ろしさや 

子どもたちに与える影響について お話していただきます。 

 

 

 ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝﾙｰﾑ            
（３階）受付 

             

                                 アトラクション 

                          「ウクレレ弾き語り」 Ａｌｏｍａ 

                                主催者あいさつ 

  分科会報告  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：輝け！船橋の子どもたち実行委員会 

後援：船橋市／船橋市教育委員会  

１ 親子であそぼう 

２ 子どもと食生活 

３ 子どもたちに豊かな学びの世界を 

４ 特別なニーズのある子どもととも 

に豊かな教育を 

５ 放課後を考える 

６ 不登校の経験に学ぶ 

 

どなたでも参加できます。 

資料代   ５００円 

保育あり １人３００円（おやつ代込み） 

２/３までに下記連絡先に事前予約を 

 

※昼食は保護者ととってください。 

 ※駐車場の用意はありません。 

 

 

講演「子どもたちに安全な未来、社会を！」 
  ―原発事故と放射能問題― 

講師 高橋 稔さん（医師・ふたわ診療所所長） 

 

連絡・申込先 

船橋市役所職員労働組合 

 ０４７（４３６）３０９３ 



 

 分科会 ９：４５～１１：４５ 
（９：３０受付・３階ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝﾙｰﾑにて） 

         

             アトラクション  「ウクレレ弾き語り」 Ａｌｏｍａ・あろま 

             主催者あいさつ  分科会報告      
                        

                         船橋市勤労市民センター案内図 

 

・分科会は９：３０受付開始です。 

・受付場所は３階レクリェーションルームです。 

・受付を済ませた後、各会場に行ってください。 

・分科会開始は９：４５です。 

・第１分科会は子どもたちと参加できます。 

・会場・運営上の苦情、落し物の問い合わせは 

レクリェーションルームの全体受付（本部）の 

担当者にお願いします。 

 
分 科 会 内   容 世 話 人 

１ 
親子であそぼう 

（３Ｆ ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝﾙｰﾑ） 

ストローや牛乳パックなど身近にある材料を使って、子

どもが夢中になるおもちゃをたくさん作ります。 

木村 研（手作り

おもちゃ研究家・児

童文学作家） 

２ 
子どもと食生活 

（３Ｆ 第２会議室） 

落ち着きのない子が、ミネラルたっぷりの食事で落ち着き

を取り戻したという話を聞きます。今一度見直したいミネ

ラル・ビタミン不足。落ち着きのない子の食について考え

ましょう。恒例の手作り料理の試食会も行います。 

笹野喜美恵 

（管理栄養士） 

新日本婦人の会 

３ 

子どもたちに豊かな学

びの世界を 

（２Ｆ 第１講習室） 

「わかった！できた！」と、子どもたちの瞳がキラキラと

輝く、そんな「豊かな学び」を実現させたい。そのために

は何が大事にされなければいけないのか。市内の小学校の

現役の先生の話を切り口に、多様な視点から交流していき

ます。 

徳田暁夫 

（市内小学校教員） 

４ 

特別なニーズのある子

どもとともに豊かな教

育を 

（２Ｆ 第２講習室） 

特別なニーズを必要とする子どもたちをどのように理解

したらいいのだろう。具体的にどのように接していったら

いいのだろう。学校現場で長く特別支援学校で勤務された

先生が具体的に話をしながら、参加されたみなさんの願

い・悩みなどを交流していきます。 

新田江美子 

（元特別支援学級

教員） 

５ 

放課後を考える 

 経験報告＆交流会 

（３Ｆ 第３会議室） 

子どもたちの生活が、変わってきています。生きていく力

を育むには、どんなことが保障されなければならないので

しょうか。子どもたちの放課後の生活を通して周りの大人

はどのような協同ができるのでしょうか、一緒に考えてい

きましょう。 

保育士＆保護者 

市内小学校教員 

放課後ルーム指導

員 

６ 
不登校の経験に学ぶ 

（３Ｆ 第４会議室） 

不登校になったとき、当事者の子どもはどのように悩んで

いるのでしょうか。そして、親や教師をはじめ周りの大人

たちはどのように接していけばいいのでしょうか。かつて

不登校を経験した青年からその当時の様子を語ってもら

います。その中で、私たちが学ぶべきことは何なのか一緒

に交流していきます。また、参加された方々の思いも交流

していきます。 

谷川陽一（青年） 

 

安藤晃宏（青年） 

午後 全体会 

１３：１０～ 
 


